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第
一
回
う
る
ま
市
エ
イ
サ
ー
ま
つ

り
（
同
実
行
委
員
会
主
催
、
沖
縄

タ
イ
ム
ス
社
共
催
）
が
、
８
月 

１９

日
、 ２０
日
の
２
日
間
市
勝
連
総
合

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
。

　

ま
つ
り
に
は
、
野
の
花
保
育
園
・

大
地
学
童
ク
ラ
ブ
の
保
育
園
児
、

勝
連
地
域
の
子
ど
も
会
２
団
体
と

市
内
の
青
年
会 

１４ 

団
体
が
出
場

し
、
子
ど
も
た
ち
も
大
人
顔
負
け

の
演
舞
を
披
露
し
た
。

　

青
年
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
地

域
で
受
け
継
ぎ
守
り
続
け
て
い
る

エ
イ
サ
ー
独
特
の
型
や
歌
を
大
太

鼓
や
パ
ー
ラ
ン
ク
、
三
線
を
手
に

伝
統
と
誇
り
を
胸
に
勇
壮
か
つ
躍

動
感
に
あ
ふ
れ
、
華
麗
に
舞
い
人
々

を
魅
了
し
た
。

　

会
場
に
は
、
エ
イ
サ
ー
の
本
場

「
う
る
ま
の
エ
イ
サ
ー
」
を
一
目
見

よ
う
と
市
内
外
は
も
と
よ
り
県
外

か
ら
も
多
く
の
観
客
（
２
日
間
で

３
万
人
来
場
・
主
催
者
発
表
）
が

途
切
れ
る
こ
と
な
く
訪
れ
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
埋
め
尽
く
し
た
。
　

　

観
客
は
、
青
年
た
ち
が
繰
り
広

げ
る
隊
列
の
変
化
や
一
糸
み
だ
れ

ぬ
足
さ
ば
き
、
響
き
渡
る
太
鼓
や

「
ス
リ
サ
ー
サ
ー
」
の
ヘ
ー
シ
を

間
近
で
見
聞
き
し
な
が
ら
本
場
エ

イ
サ
ー
の
す
ば
ら
し
さ
と
魅
力
を

感
じ
取
っ
て
い
た
。
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▲

野
の
花
・
大
地
学
童
ク
ラ
ブ

▲

わ
か
わ
し（
平
安
名
子
ど
も
会
）

▼平敷屋（東）青年会

▼江洲区青年会▼石川曙区青年会

▲米原青年会

▲川崎青年会
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